
基本
方針

基本
施策

取組
番号

１

ごみになるものを受け取らない生活、物を大切にする生活スタイルを心掛けるよう呼びかけます。

H28 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

H29 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

H30 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

R01 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

R02 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

R03 広報紙、ホームページ等で、使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用を呼びかけました。

２

販売店に対し、過剰包装の自粛を呼びかけます。

H28 （未実施）

H29 （未実施）

H30 ｢事業系ごみ 減量・リサイクル ガイドブック｣ を作成し、事業者に過剰包装の自粛を呼びかけました。

R01 ｢事業系ごみ 減量・リサイクル ガイドブック｣ により、事業者に過剰包装の自粛を呼びかけました。

R02 ｢事業系ごみ 減量・リサイクル ガイドブック｣ により、事業者に過剰包装の自粛を呼びかけました。

R03 ｢事業系ごみ 減量・リサイクル ガイドブック｣ により、事業者に過剰包装の自粛を呼びかけました。

住民に対し、事業者が行う取り組みを紹介するとともに、簡易包装の選択を呼びかけます。

H28 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

H29 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

H30 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

R01 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

R02 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

R03 広報紙、ホームページ等で、住民にマイバッグ持参、簡易包装を呼びかけました。

３

生ごみの水切りの方法などの情報を提供します。
使い切り、食べ切りへの協力を促します。

H28
県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。
広報紙で、使い切り、食べきりを呼びかけました。
出前講座「エコクッキング」で、生ごみの減量を呼びかけました。

H29
普通ごみの組成調査を実施し、先進事例を参考に、生ごみ減量化を検討しました。
出前講座「エコクッキング」で、生ごみの減量を呼びかけました。

H30
ホームページで、生ごみの水切り方法の紹介や、使い切り、食べきりを呼びかけました。なお、出前講座は、平成30
年７月豪雨災害対応のため実施できませんでした。

R01
広報紙、ホームページ等で、生ごみの水切り方法の紹介や、使い切り・食べきりを呼びかけました。出前講座「エコ
クッキング」で、生ごみの減量を呼びかけました。
また、普通ごみの組成調査を実施しました。

R02
広報紙、ホームページ等で、生ごみの水切り方法の紹介や、使い切り・食べきりを呼びかけました。
なお、出前講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しませんでした。

R03
広報紙、ホームページ等で、生ごみの水切り方法の紹介や、使い切り・食べきりを呼びかけました。また、普通ごみ
の組成調査を実施しました。
なお、出前講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しませんでした。

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

  基本方針１「排出抑制の推進」

  基本施策「ごみの減量化に向けたわかりやすい情報の発信」

実施

使い捨て製品の使用抑制、詰替え製品の利用の推進

生ごみの減量化の推進

計画

マイバッグ（買い物袋）持参や簡易包装の推進

計画

計画

計画

実施

実施

実施

各年度の取り組み実施状況

－ 1 －



基本
方針

基本
施策

取組
番号

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

各年度の取り組み実施状況

４

「家庭系ごみの正しい出し方」の内容を拡充した新たな分別ガイドブックを作成します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29
｢家庭ごみの正しい出し方｣ の掲載内容の拡充、紙面レイアウトの見直しを行いました。
（H30年度版から変更）

H30
｢家庭ごみの正しい出し方｣ を多色刷りにし、掲載内容を拡充しました。
また、ホームページに中国語表記でごみの正しい出し方を掲載しました。

R01
｢家庭ごみの正しい出し方｣ により、家庭ごみの正しい出し方を呼びかけました。
また、３Ｒ、生ごみ減量の啓発記事を追記しました。

R02 ｢家庭ごみの正しい出し方｣ により、家庭ごみの正しい出し方を呼びかけました。

R03 ｢家庭ごみの正しい出し方｣ により、家庭ごみの正しい出し方を呼びかけました。

５

事業系ごみ減量化・リサイクルの手引書を作成し、事業者のごみ減量化・資源化を促進します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29 ｢事業系ごみ 減量・リサイクルガイドブック｣ の作成準備を行いました。

H30 ｢事業系ごみ 減量・リサイクルガイドブック｣ を作成し、町内事業者等に配布しました。

R01 ｢事業系ごみ 減量・リサイクルガイドブック｣ により、事業者のごみ減量化・資源化を促しました。

R02 ｢事業系ごみ 減量・リサイクルガイドブック｣ により、事業者のごみ減量化・資源化を促しました。

R03 ｢事業系ごみ 減量・リサイクルガイドブック｣ により、事業者のごみ減量化・資源化を促しました。

６

わかりやすい情報の提供方法について前向きに取り組みます。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29
平成29年12月に、ごみ分別アプリを導入しました。
また、広報紙、ホームページ等で、ごみ分別アプリの利用を呼びかけました。

H30
広報紙、ホームページ等で、ごみ分別アプリの利用を呼びかけました。
また、随時、検索情報の改善を図りました。

R01
広報紙、ホームページ等で、ごみ分別アプリの利用を呼びかけました。
また、随時、検索情報の改善を図りました。

R02
広報紙、ホームページ等で、ごみ分別アプリの利用を呼びかけました。
また、随時、検索情報の改善を図りました。

R03
広報紙、ホームページ等で、ごみ分別アプリの利用を呼びかけました。
また、随時、検索情報の改善を図りました。
なお、令和３年11月からは「ふちゅうポータル」の中で運用しています。

７

定期的に事業系ごみの展開検査を実施し、適正な分別排出の徹底を推進します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、事業系ごみの展開検査要領書（案）を作成しました。

H29 安芸クリーンセンター及び安芸郡４町での展開検査の合同実施を協議しましたが、実施には至りませんでした。

H30 試験的な展開検査の実施を提案しましたが、実施には至りませんでした。

R01 （未実施）

R02 （未実施）

R03 （未実施）

計画

計画

家庭系ごみ分別ガイドブックの拡充【新規】

事業系ごみ減量化・リサイクルの手引書の作成【新規】

新たな情報発信ツールの導入【新規】

事業系ごみの展開検査の実施【新規】

計画

計画

  基本施策「ごみの減量化に向けた意識の向上」

実施

実施

実施

実施

－ 2 －



基本
方針

基本
施策

取組
番号

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

各年度の取り組み実施状況

８

多量排出事業者や一定規模以上の事業所は減量計画書の作成を義務付けます。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29 減量計画書の対象となる多量排出事業者が少ないため、十分なごみ減量効果が期待できないと判断しました。

H30 （未実施）

R01 （未実施）

R02 （未実施）

R03 （未実施）

町内の事業系ごみの排出傾向を把握し、ごみ減量化に向けた効果的な施策の検討を行います。

H28 （未実施）

H29 （未実施）

H30 （未実施）

R01 （未実施）

R02 （未実施）

R03 （未実施）

９

ごみ処理手数料の適正化について調査し、近隣市町と調整しながら今後のごみ処理手数料の検討を行います。

H28 安芸クリーンセンターの料金改定に合わせて、事業系ごみ処理手数料を改定しました。（平成29年６月１日施行）

H29
県内市町のごみ処理手数料を調査しました。
また、事業系ごみ処理手数料について、安芸郡４町で協議しました。

H30
家庭系ごみの有料化については、不法投棄の増加懸念、住民サービス向上の検討が必要であることから、実施を見送
ることとしました。

R01 消費税増税に伴い、事業系ごみ処理手数料を改定しました。（令和元年10月１日施行）

R02
家庭系ごみの有料化は住民理解が必要であることから、戸別収集や休日持込対応等の新たなサービスに対する負担と
して導入を検討することとし、現時点ではごみステーションへの排出については無料を継続すべきと判断しました。

R03 （未実施）

ごみ処理に要しているコストなどを公表します。

H28 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

H29 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

H30 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

R01 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

R02 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

R03 広報紙で、清掃費予算額を公表しました。

ごみ処理手数料の適正化【新規】

計画

計画

計画

計画

多量排出事業者による（仮称）減量計画書の作成【新規】

実施

実施

実施

  基本施策「ごみの減量化に向けた仕組みづくり」

実施

－ 3 －



基本
方針

基本
施策

取組
番号

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

各年度の取り組み実施状況

10

事業者が設置した資源回収拠点の情報を当町のホームページなどで広く紹介し、住民の資源回収を促進します。

H28 （未実施）

H29 販売店の店頭資源回収を調査し、ホームページで資源回収拠点の情報を紹介しました。

H30 ホームページで資源回収拠点の情報を紹介し、住民の資源回収を促しました。

R01 ホームページで資源回収拠点の情報を紹介し、住民の資源回収を促しました。

R02 ホームページで資源回収拠点の情報を紹介し、住民の資源回収を促しました。

R03 ホームページで資源回収拠点の情報を紹介し、住民の資源回収を促しました。

11

町内のイベントや国・県の事業、制度などいろいろな機会を積極的に活用して、環境教育を実施します。

H28 出前講座やイベントで３Ｒを呼びかけました。

H29 出前講座やイベントで３Ｒを呼びかけました。

H30 出前講座やイベントで３Ｒを呼びかけました。

R01 出前講座やイベントで３Ｒを呼びかけました。

R02 新型コロナウイルス感染症の影響により実施できませんでした。

R03 地域懇談会で、３Ｒを呼びかけました。

12

事業者や住民団体などを対象とした表彰制度の導入を推進しごみの減量化・資源化を推進します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29 町の規模での表彰制度は応募が少なく、効果が十分に得られないと判断しました。

H30 国等の表彰制度の活用を図りましたが、該当者はいませんでした。

R01 国等の表彰制度の活用を図りましたが、該当者はいませんでした。

R02 国等の表彰制度の活用を図りましたが、該当者はいませんでした。

R03 国等の表彰制度の活用を図りましたが、該当者はいませんでした。

模範的な取り組み事例は、ホームページなどで広く紹介します。

H28 （未実施）

H29 （未実施）

H30 （未実施）

R01 （未実施）

R02 （未実施）

R03 （未実施）

資源回収拠点の設置店の紹介【新規】

３Ｒに関する環境教育の実施

ごみ減量化・リサイクルの取り組みへの表彰制度などの導入【新規】

計画

計画

実施

実施

実施

計画

計画

  基本方針２「資源化の推進」

  基本施策「資源化に向けたわかりやすい情報の発信」

  基本施策「資源化に向けた意識の向上」

実施

－ 4 －



基本
方針

基本
施策

取組
番号

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

各年度の取り組み実施状況

13

雑がみの分別回収を実施します。

H28 収集可能な雑がみ、収集方法を調査しました。

H29 平成30年４月からの雑がみ収集に向けた準備を進めました。

H30 平成30年４月から雑がみ収集を開始しました。

R01 雑がみを有価物として収集しました。

R02 雑がみを有価物として収集しました。

R03 雑がみを有価物として収集しました。

適正分別に向けた情報提供を行います。

H28 －

H29 広報紙、ホームページ等で、雑がみの収集開始を周知しました。

H30 広報紙、｢家庭ごみの正しい出し方｣ 等で、雑がみの資源化を呼びかけました。

R01 広報紙、｢家庭ごみの正しい出し方｣ 等で、雑がみの資源化を呼びかけました。

R02 広報紙、｢家庭ごみの正しい出し方｣ 等で、雑がみの資源化を呼びかけました。

R03 広報紙、｢家庭ごみの正しい出し方｣ 等で、雑がみの資源化を呼びかけました。

14

プラスチック類の分別収集やペットボトルキャップの回収方法について資源化の可能性を調査します。

H28 －

H29
プラスチック類の資源化は、ガス化溶融処理している安芸クリーンセンターの焼却熱量低下に影響し、関係団体での
十分な調整が必要なことから、府中町単独でのプラスチック類の資源化は当面見合わせることとしました。

H30 －

R01 －

R02 プラスチック類の分別収集を検討しましたが、実施には至りませんでした。

R03 －

15

紙おむつの資源化の方法について他自治体の先行事例や民間事業者の技術開発の動向を調査します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29
県内に紙おむつの資源化施設がなく、また、処理費用が高額であることから、現時点では紙おむつの資源化は実施で
きないと判断しました。

H30 －

R01 －

R02 －

R03 －

実施

計画

実施

実施

プラスチック類の資源化の推進

計画

計画

実施

紙おむつの資源化の推進【新規】

計画

  基本施策「新たな分別品目の拡充」

雑がみの資源化の実施【新規】

－ 5 －



基本
方針

基本
施策

取組
番号

府中町ごみ処理基本計画｜取り組み実施状況（平成28年度～令和３年度）

各年度の取り組み実施状況

16

生ごみの資源化の方法について他自治体の先行事例や民間事業者の技術開発の動向を調査します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29
県内に家庭系の生ごみを受け入れている資源化施設はなく、処理費用が高額であること、また、生ごみ分別の徹底が
困難であることから、現時点では生ごみの資源化は実施できないと判断しました。

H30 －

R01 －

R02 －

R03 －

17

剪定枝の資源化の方法について他自治体の先行事例や民間事業者の技術開発の動向を調査します。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29
県内に家庭系ごみの剪定枝を受け入れている資源化施設はなく、処理費用が高額であることから、現時点では剪定枝
の資源化は実施できないと判断しました。

H30 －

R01 －

R02 －

R03 －

18

集団回収の実態を把握できる仕組みを構築し、集団回収の実態の把握に努めます。
仕組みを構築する際には、取り組みの継続性を確保するため、住民・行政に負担の少ないものとします。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29 町内会の協力により、計画を１年前倒して集団回収の品目及び回収量の把握を開始しました。

H30 調査票による町内会への調査により、集団回収の品目及び回収量を把握しました。

R01 調査票による町内会への調査により、集団回収の品目及び回収量を把握しました。

R02 調査票による町内会への調査により、集団回収の品目及び回収量を把握しました。

R03 調査票による町内会への調査により、集団回収の品目及び回収量を把握しました。

19

住民や事業者が協力しやすい資源回収の方法を調査します。

H28 古紙を対象とした資源回収拠点の可能性を、古紙回収業者に調査しました。

H29
資源の拠点回収は、町内会の集団回収に影響を及ぼす可能性があることから、引き続き拠点回収の可能性を検討しま
す。

H30
公共施設への資源回収拠点設置を検討しましたが、運営費用に対して効果が得にくいこと、また、不法投棄が懸念さ
れるため、現時点では行政による資源回収拠点の整備は見合わせることとしました。

R01 －

R02 －

R03 －

集団回収の実態の把握【新規】

資源回収拠点の整備【新規】

計画

  基本施策「資源化に向けた仕組みづくり」

実施

生ごみの資源化の推進【新規】

剪定枝の資源化の推進【新規】

実施

計画

計画

実施

計画

実施

－ 6 －
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20

新たな分別品目の拡充や中間処理施設の体制の方向性を見据えて収集日や収集回数などを適切に設定します。

H28 －

H29
平成30年４月からの雑がみ収集（週１回）に向けた準備を進めました。
なお、収集日や収集回数は、普通ごみは午前中に収集が終わり、有価物は毎週収集する等、現時点では適切に設定で
きていると判断しました。

H30 雑がみ収集（週１回）を開始しました。

R01 －

R02 プラスチック類の分別収集を検討しましたが、実施には至りませんでした。

R03 －

21

ふれあい収集の実施について調査・計画していきます。

H28 県内市町の先進事例を調査し、今後の取り組みを検討しました。

H29 高齢介護課、福祉課と福祉施策としてのふれあい収集を検討しました。

H30 平成30年8月から高齢者等生活環境支援事業による大型ごみの戸別収集（有料）を開始しました。

R01 －

R02 高齢者等世帯に対する大型ごみ以外の戸別収集を検討し、令和５年度からのふれあいごみ収集を計画しました。

R03 ふれあいごみ収集の収集運搬体制、申請受付体制を検討しました。

22

安芸クリーンセンターについては海田町・熊野町・坂町と調整しながら新たな処理施設の整備に向けた検討を行いま
す。

H28 －

H29 安芸クリーンセンターは、平成27～29年度の基幹的設備改良工事により、15年程度の延命化が図られました。

H30 －

R01 －

R02 －

R03
令和４年２月の安芸地区衛生施設管理組合衛生担当課長会議において次期広域ごみ処理施設の整備の早期検討着手を
問題提起し、令和４年４月から協議を行うことを確認しました。

府中町環境センターの課題を踏まえ、施設整備方針を検討し、方針が定まった段階で必要な調査・計画などに着手し
ます。

H28 －

H29 －

H30 －

R01 －

R02 －

R03 －

新たな中間処理体制を考慮した収集運搬体制の構築【新規】

（仮称）ふれあい収集の推進【新規】

  基本施策「中間処理計画」

  基本方針３「適正な処理・処分の推進」

  基本施策「収集運搬計画」

計画

計画

計画

計画

実施

実施

新たな中間処理体制の構築【新規】

実施

実施

－ 7 －
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23

海田町・熊野町・坂町・広島市と新たな最終処分場の確保に向けた調整を行っていきます。

H28 －

H29 関係市町と協議し、当面、出島処分場を使用することで合意しました。

H30
平成30年度から安芸クリーンセンターの溶融飛灰の埋立処分により最終処分量が増えますが、出島処分場の埋立容量
はまだ余裕があることを安芸地区衛生施設管理組合衛生担当課長会議で確認しました。

R01
出島処分場の埋立容量はまだ余裕はありますが、埋立終了期限（令和６年度）を踏まえ、県の動向を注視していくこ
とを安芸地区衛生施設管理組合衛生担当課長会議で確認しました。

R02
出島処分場は、令和元年度末で残余容量が約90％、埋立終了期限（令和６年度）に変更がないことを安芸地区衛生施
設管理組合衛生担当課長会議で確認しました。

R03
出島処分場は、埋立終了期限（令和６年度）の推計残余容量が約70％であることから、県の動向を踏まえて今後の対
応を検討していくことを安芸地区衛生施設管理組合衛生担当課長会議で確認しました。

ごみの減量化やリサイクルを推進し、最終処分場の延命化を図ります。

H28 －

H29 －

H30 －

R01 －

R02 －

R03 －

24

町内会と連携し、深夜・早朝に監視パトロールと指導などを実施します。

H28
業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。
試験的に不法投棄監視カメラを設置し、ごみステーションの監視を行いました。

H29
業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。
試験的に不法投棄監視カメラを設置し、ごみステーションの監視を行いました。

H30
業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。
不法投棄監視カメラを購入しました。しかし、運用開始には至っていません。

R01 業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。

R02 業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。

R03 業務委託により、深夜・早朝の不法投棄防止巡回パトロールを実施しました。

不法投棄防止や即時通報を呼びかける広報の配布による啓発を行い、防止と早期発見に努めます。

H28 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

H29 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

H30 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

R01 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

R02 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

R03 広報紙、ごみステーション掲示看板等で、不法投棄防止や即時通報を呼びかけました。

  基本施策「最終処分計画」

  基本施策「その他」

計画

計画

計画

新たな最終処分場の整備に向けた調整【新規】

不法投棄対策

実施

計画

実施

実施

実施

－ 8 －
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25

住民に対して広報啓発により情報提供及び指導を行います。

H28 ｢家庭ごみの正しい出し方｣ で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

H29 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

H30 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

R01 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

R02 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

R03 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、在宅医療廃棄物の適正処理を呼びかけました。

26

住民に対して広報啓発により情報提供及び指導を行います。

H28 ｢家庭ごみの正しい出し方｣ で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

H29 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

H30 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

R01 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

R02 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

R03 ｢家庭ごみの正しい出し方｣、ごみ分別アプリ等で、適正処理困難物の適正処理を呼びかけました。

27

災害で生じたがれきを一時的に貯留できる集積場をあらかじめ選定します。
災害時に廃棄物の適正処理が行われるように住民や事業者に対するごみ排出方法の周知やごみ収集車及び人員の確保
とその適正な配置を行います。
災害廃棄物処理計画の策定に取り組みます。

H28 －

H29 仮置場候補地を選定し、府中町災害廃棄物処理計画を策定しました。

H30 －

R01 －

R02 災害廃棄物処理初動マニュアルを策定予定でしたが、策定できませんでした。

R03 災害廃棄物処理初動マニュアルを策定予定でしたが、策定できませんでした。

災害廃棄物対策

計画

計画

計画

特別管理一般廃棄物の適正処理

適正処理困難物の適正処理

実施

実施

実施

－ 9 －
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28

環境学習講座や見学会を実施します。

H28 未就学児や小中学生を対象とした環境学習講座、見学会を実施しました。

H29 未就学児や小中学生を対象とした環境学習講座、見学会を実施しました。

H30 未就学児や小中学生を対象とした環境学習講座、見学会を実施しました。

R01 未就学児や小中学生を対象とした環境学習講座、見学会を実施しました。

R02 小学校で、ごみ収集車を用いた出前講座を開催しました。

R03 新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しませんでした。

広報誌（広報ふちゅう）やホームページを活用した情報発信を実施します。

H28 広報紙、ホームページで、環境学習講座等の情報を発信しました。

H29 広報紙、ホームページで、環境学習講座等の情報を発信しました。

H30 広報紙、ホームページで、環境学習講座等の情報を発信しました。

R01 広報紙、ホームページで、環境学習講座等の情報を発信しました。

R02 －

R03 －

29

イベントを開催するとともに、楽しみながら学べるイベントづくりについて住民団体や事業者と連携していきます。

H28 住民団体、事業者と協働し、環境イベント ｢緑の仲間フェスタ｣ を開催しました。

H29 住民団体、事業者と協働し、環境イベント ｢緑の仲間フェスタ｣ を開催しました。

H30 住民団体、事業者と協働し、環境イベント ｢緑の仲間フェスタ｣ を開催しました。

R01 住民団体、事業者と協働し、環境イベント ｢緑の仲間フェスタ｣ を開催しました。

R02 新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しませんでした。

R03 新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しませんでした。

30

廃棄物減量等推進審議会を設置するとともに、住民や事業者の意見を募り、効率的な施策を実施します。

H28 廃棄物減量等推進審議会を開催し、取り組みの進捗状況及び今後の取り組みに対する意見をいただきました。

H29
廃棄物減量等推進審議会を開催し、取り組みの進捗状況及び今後の取り組みに対する意見をいただきました。
しかし、年次報告書は、ホームページ等で公表していません。

H30
廃棄物減量等推進審議会を開催し、取り組みの進捗状況及び今後の取り組みに対する意見をいただきました。
しかし、年次報告書は、ホームページ等で公表していません。

R01
新型コロナウイルス感染症の影響により、予定していた府中町廃棄物減量等推進審議会の開催を中止しました。
なお、年次報告書は、ホームページ等で公表していません。

R02
廃棄物減量等推進審議会を開催していません。
また、年次報告書も作成していません。

R03
廃棄物減量等推進審議会を開催していません。
また、年次報告書も作成していません。

住民団体・事業者・行政が協働で行うイベントの企画・実施【新規】

協働で行う計画の進捗管理

  基本方針４「協働型環境づくりの推進」

  基本施策「協働の取り組みに向けた仕組みづくり」

計画

実施

実施

実施

実施

環境学習講座や見学会の実施

計画

計画

計画

－ 10 －


